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知的年辻、撞誌が政治に関心を持たざるを持ない年;こなちました。長く続いた告畏党政

権が敗れ、運毘の嬬持を揺って喪主党が第l党とな号、社員覚、選畏新党との連立段構が

誕生しました。今まで窮ちかiこされてこなかった部分が露民の知るところになったとしち惑

がしますが、ここのところむ迷走ぶ引こ不安もよぎちます。来年は、将来への拾っきりし?と方

期性と希望が持てるような設治主導をと期待νつつ、鵠号の会事震をお騒けします。読んで

いただき、持かを感じていただiすれば幸いです。
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同月例会報告1

10 jj 6 13 (火)林宅で午前 10時から 10月例会を行いました。参加者6名。自ごろ集ま

れない顔もあり、大いに盛号上がちました。 2月の中島行きの写真を上手に組み合わせて

患い出シートをつくってくれた会員もいて、患い出話に花が咲きました。また、ある会員

が錨島であった縄窓会iこ参加して、皆に藍染のハンカチと鳴門金時のお菓子をお土産にく

れたのには歓声が上がりました。 II丹備会は、久しぶりに夜開き、いつも出られ3ないメン

バーが出られるように寵議することになりました。またいつも会報を読んでいてくださる

東溢市の仔教に詳しい方を交えて市についてのあれこれを言語し合うことにしましえ。

i11月例会報告i
11月613(金持名が林宅iこ集まり、午畿7時辛から 10時半ごろまで東議市について多鞍

にわたる話題で話し合いました。地毘体の代表の方、市行政に詳しい方の参加もあり盛り

上がりました。上った話題は1.政権が変わったことで市の対誌に向か変わったことがある

のか 2.合併綾子骨行敢にどのような変fとがあったのか 3.帯畏から上がってきた意晃段生か

されているのか 4.環境対策はどうなっているのか ゴミに有料化が取り上げられていた

がその議どうなっているのか 5.ベット霊欝のニュースがあったがどうなっているのか

6.介護保換が全間的に見ても非常に高額だというニュースがあったがどうしてこのように

高くなるのか 7.愛大と連携したと言うが、どのようなことが具体的に進んでいるのか な

どでした。問答がこの場で出る開題では設いので、今後分野ごとに帯の出前講産を頼むと

かして会として詳しい構報を入れていくことになちました。

i12月例会報告i
12月2日(本)11時半から、東議市内の鰭人のお宅で料理を出してくれる f彩jで、忘

年会を兼ねた例会を行いました。このところ、兄弟の最期をみと号、その後のあれこれで

忙しく例会iこ参加できてい者かった会員、夫の介護で自ごろ位しい会員も集まり、 8名の

参加でした。それぞれの近況報告、人生論などが披露され、いつもとは一味違った開会と

な号ました。素晴らしい晃晴らしの和室でいただいた、ひとつひとつ心のこもったおもて

なし料理の数々に苦鼓を打ちました。そして、ゆったりした時間の流れの中で、今年1年

を援り返ることができました。来年の総会は、東温帯の成人式に参加するお嬢さんについ

て東京から来るこの会でもおなじみの、ヒラさんの東護市滞在中に設定することになりま

した。告還は設女との今後の折構で決めるということにな号ました。 (T. H) 

1昆10日{日}午童書10時から林宅にて韓会、その接新年会に決定
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森繁久警護さん96議で老衰売のニュースがテレピラジオで、流れた。人橋的iこ棄購らしい生き方をされ

た事が、接した方々のお話で良く分かり、これこそ糟--杯生き設いた人生だと患った。一方、問時iこ般

験された殺人事件、市著書遺識のヲンゼ、イさん殺害の逃亡の内幕。島援女子大生のバラバラ窃鞍のむご

さ、 34議女性の結婚詐歎の手口、 35競売ホステスが企んだ男性の不審死。毘本の露、臨本入試どう

なっているのだろうと入額の生きる道をはずれた人;こ惑需を感じる。

莞も女も年齢も擦捺なく、つつ造る殺人辻密分の生活にお金だけを求め、命を忘れた行護主である。

私の璃ちにも苑の患い出がある。弟が小学校4年生で窮死した。薬会~Jj、47なので持かにつけ患い出す

事が多い。戦後の物不足の中、錦三人の下;こ生まれ、麓の言うままに蔀足袋を学校へ暴いて行ってい

じめられた事、病床iこあって学校への患いを話し続けた率、最後は家族が声を接げ大声で彰、彰、と

呼んだが思える事はなかった。

96議1むか丹で鰭らぬノえになったが、吉年近く家を守弘子供や謀、曾議iこ壊しく接してい

たので、蜜が、米よち捨たい芋や足をさすり、捨たい顔iこ頬ずちしてみたが、蘇る事iまなかった。

先忠文友さんの語、子さんから謹話があり母が亡くな号、号号自葬犠ですと持事むえええ十詰控毒舎に文友

さん8名が選後のメノレバルクiこ集い楽しくおしゃべりし、告分で持っておられる栗を皆にくださったとこな

のに、持童文、どうしてという患いで、曹に電話し、葬犠;こ参加した。関こえて来た議事で辻、農作業を斡え、

喪お感呂iこ入っていて「いおむ到したのが謀罷との事c一人暮らしだったので、ヘルパーさんが誌ね

自迄、;二時関も木の中だったとvぢ。哀れで哀れで?震が止まらなかった。

子提さん方が立探;こなられ、害事会で家諜を持ち立据えご生活をされている事が、参列者の議子で分か

号、余計は頭立たしく患ったG 今の号本の難題かもしれないが、母色患うsむがあれば、毎晩書室話をして

安否を気遣う事をしなかったのだろうか。今の自分違ね幸せな生活お礎iまどこなのか考えて歎しかっ

生まれて来た後にあるものは売ということ辻分かっていても、告分の患いを黒さずに死んでいくこと辻、

つらい事である。どうか毘本の霞いや爵ちの人々が安心して韓曲一都生き接く事が出来るtまになって護士し

いと患うこの壌である。

党、，

(Sa'K) 



追さE笹重を3芝居室?

約二年余り、亡くなった夫の両親む住居の片付けをしていたのですが、そ

の仕事にも自逮がつきiまじめてみると、最抵躍の分量で詰ありますが両親の

棟っていた鞠を我が家へ持ち婦るという大仕事が発生。今の住まいに引っ越

して来年で25年、子供も菓立ち夫鋪二人の生揺になり、体力のある龍に鞠

を輔らし、両親(J)鐘っていた鞠を組み入れスッキリとした生活空関を作る事

iこし秩頃から夫と共に我が家の片付けを捨めました。

まず、瓶事電場所の確保として押し入れ@袋戸輔の鞠の整理く魅分@譲る@

残す>選開。号iっ越し25年そ出まま誌どいていない蒲鞠@一度も使う事との

無かった鞠の大半は魅分。 噴き鞠の箱物品鰻い鶴子の農さそうな鞠だけを残

しパザ一期に友人記譲った。教科書類@古くなった活動費料や本は古紙醐輯

護者が定期的に来てくれる的でリサイクル日 (本や費軒の処分にあたり、名

前の部分拡磯り、輯入構事襲が含まれている可能性がある的ではさんである鞠

の確認をし誌がらの処分に誌か註り時間を要した)しばらくトイレットペー

パー巷購入せずにすみそうです。こうしてかな号の駿鯛スペースの確保が由

来ました。

次誌、抵ぽ15年ぷりに家中の家異を移動。移動lこあた暫タンスの中身巷

しながら長く着ることのなかった持艦額を患い拐って処分。凄い4まこ号iま

覚梧していたが外壁に面した壁に黒カピが…、夫の仕事が出来てしまった。

畳も輔の部分がへこみ寵みかけていたので数日乾操させた畿〈よい天気で曜

かな日が続き離かった〉畳の上に置く家具の下全てに厚手の合署長を敷き込み

設罷をしたe 今まで fもし睡醸中に大地震が起こったらニ人とも勉験かもねj

と冗議っ』まく話をしていたので、家具の上にはー鵠鞠を置かないと決め、万

全と時行かないが一安心。家呉が重患いて壁が多く見えると、薄茶色に誇れた

輔が気に主主って仕方がない。ホームセンターで襖離を買い、誌とんど夫の仕

事になってしまったが、 12故の撲と 3殺の袋戸舗の露震が全て鯖重量に註ると部

量全体が瞬るくなり正く感じられるようにえまった自なか誌か片付けの出来註

い子換の華客麗も鐘の了解を得て、離が判断できる鞠Bこついては片付け、本人

でないと分から誌い鞠拡プライパシーに書記蕗しながら箱詰めし甑罷きをして
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あるのだが、片付くめ4まいつの事に詰るのやら。主主連の方も先企に所定的故

撞が定まっていえEいので、少しづっ収まりのいい状態するの拡私自社事に恕

りそうですむ洋艦ダンス(D観①ミシンラック(Dオーヂィオラック①食器輔⑮

を組大ゴミとして蝿分した結果、聾の書草分が増え、毒事躍が基く感じられスッ

キリ惑を味わっています。

以前、老後に向け体力むあるうちに家の片付けをし身の画り的スリムイヒを

すすめる家事輯究家の話し長開いて、識が家もやらえまいといけないと d盟つて

はいたのですが、老畿支度の第一重量購として麗張ってみました。ある人のお

母さんが90議越えのご高齢で亡くなった時、ご家藤と一緒に生活をされてい

たとはいえ、自室』こ残された荷鞠拡押し入れに抵んの掛しだせだったとの話

を関i号、そこまで到達できる自信はありませんが、いずれ私たちに伺かあっ

た場合、片付けべたの子鉄に大変誌お諦鞠を残してしまうのも屯?と今誌患

っていますので、今後もすこしづっ鞠輔らし巷麓けて行く必要がありそうで

す。 r最近、一人住まいの方が亡くなったり、老夫婦共弁護擁設に入り空家
になってしまったその錐まい母片付けを引っ越し業社に鐘離をする家臨が増

えている』とのニュースを自にし、親元安離れ麓轄をし転勤などで遠くに住

む家臨にとっては仕方の註い事誌のかも知れません自離の方もあま静子供謹

に迷惑を掛けたく主主いと患っている人も増えているようですが、鞠分か哲が

よすぎるめでしょうか?

Fサザエさん』では毎年家族皆での大輔醸が年末の属鞠詩として放映され

ていますが、これを実行すればゴミをたくさん出さずにすみ、壁に黒カピを

生える事も無いめでしょうが、 ts.か主主かその時閣が作才Lts.いのが現状ですo
fもったいないj という気持ち誌もちろんありましたが、あまり古い鞠を人

離に襲ってもらうのも気が引け、ワサイクルショップ長利用しなかったので

か註りの鞠をゴミとして出してしまいました。

12月12臼(土) rガイヤの喪明け 進化するリサイクJld毒見ました。
①吉着ショップでの鞠の誠れを紹介されていて、圏内で売れ立かった吉着は

アジアヘ輪出、ワメークされ新たな鵡品に生まれ変わって韓通し、決して鱗

基金〈ゴミ〉にiましない。

③あるベンチャー企業が『バイオエタ J-lldの掠軒として錦10鵠の古着を

O 



メーカーと提講し盟駅、今治にある実験プラントで抽出をする技舗の紹介が

あり、今治といえばタオル、鱒10舗の原料がふんだんにある土地。生産iこ伴

い排出される握棄鞠が利用でき、地元の高校の協力を得て分解に必要指酵素

を工場付近の土壌から取り出す実験もおこ註い、それが威喝すれば高錨註静

素を購入し誌くても安錨tJ.バイオエタノールの生産が可能になる母

と夢のあるリサイクル番組でした。すべての古着を撮っている業者がこのよ

うな取組をしているとは患いませんが、ゴミ袋へ入れてしまうよりは有効に

利揺をされているのでしょう。東蓄量市の鵜やすごみの指定袋Eこ入れた衣類詰

犠やされてしまっているのでしょうか? (詰るべく衣類のみを入れて出すよ

うにはしているのですが〉パイオエタノールを生産するのに鶴間鵠の鱗雛炉

事j摺できるのであれば、金料を生産する農地でバイオエタノール用構鞠の生

産量を輔ちす事になるのでiまないかと層、うめですが、まだ実験段構で実用it

されるかどうかは分かりません。メーカーと提嘆し集めた古著からバイオエ

タノールが抽出きれいましたが、高錨である事結構違い註いでしょう。この

実験が実期化される日が来ることを顕っています。 A. 間
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今年の§丹iここ遺留のお麓を迎えました。 議と関じ，助産読む蒋箆の上での

お護でした。

つ いたのj主主の書、子が一緒iこいたことむ離籍開始かち2 4む分という

のです。む -:; で 5議の患子も龍きずに，ずっと一轄にいら

最拐のうちほ，

いていました。

勝1]， f頭が見え

fイタイ~j とうなる私を

ども，お麗が謹んで葬ち

""'-' ! Jとうれしそう

9f寄手で王手をふさぎs しくしく泣

んの諜が見え始めた噴iこは務奇tむが

が私にも関こえました。

そして，左手ちゃんが産まれ rちんちん，で自主つ jj と最初に性別を礎蕗したの
法上。の患子で、したc 窪まれた赤ちゃんの方も， 爵を襲警けて霊安拐に見たのi玄兄の藤だ

ったと，やはち一緒iこいた夫が話していまし

お謹を家族の営みと感じ，きたち前のこととして患子を連れていきました。けれ

ども 9 いま患え認歩産購入科のお産で法当たち献でiまあちません。私の鞠iこいる産

まれたばかりの罪ちゃんを，キラキラと輝く嘩でわぞきこんでいた患予の麗を患い

と，親になる準嬢を始めるに;立総評の機会誌のiこと 9 家族が一緒にいられない

お産がもったいなく感じられてなヲません。

さて，前毘のお謹と違ったことがもう一つありまし?とc 勢謹錦の方々が，葬ちゃ

にお乳をあげようとしないりです。横iこ怠った私の識のーとに赤ちゃんを乗せたき

与，車分で飲むから大丈夫-というのです。すると 1持関近くたっ土曜，掘ったま

の手で私の騒を押し，据わらないぐらぐらの首をもたぜて，ふらふらと警でも 2

ちんと乳首にたどり着いて，告分からお乳を欽んだではあ号ませんかむ

告然は 'f可もできない
いたのです。親が子告と

うのみと一人望のと

たような気がしました。

うは見えるとトの蔀ちゃんにも生きるためのカを讃え

のではなく，子どもは喜分で、育つのです。親i立寄与そ

となく議室じていたことが， このとき;こようやく梼に薄ち

tttこはともあれ9 短時開でトラブ〉レなく産まれた今醤のお謹辻，大いに安蓮だっ

たそうです。しかし訟が弘赤ちゃんと対話をしながちお謹を味わいたいという私

望み;立叶わず歩あまちおスヒ。ードと皐さゆえの鳴さに 9 まるで津波;このまれ

ような2特需品合分でした。 (τ.s 
ウ
t 



最で車金2亙E

人との出会いは、譲り返ってみると、告分にとって段、必然だ、ったと患う場罷が

あちます。絵本の読み関かせの持簡になることも、まさに、その場面でした。

年近く関領した仕事から離れて、さて、需をと考えたとき、決められた時間?で

の関わちを求めて、少しの時開、ボランティアをしようと決めました。近くに大

痛院もあちますから。

玄鑓口で、車持子や診察券の手誇方法などのお世話をした号、患者さんのために、

襲撃の童三本のお手指いをしたりする時間が、告分の生活の中に選考まった壊、院内の

小児科で絵本金読んでいる方から、絵本を一緒に読みませんかと、誘っていただき

ました。患いもか~tない事でしたが、違和感がなく、断る理密もなく、活動に参加

したいなあと患いました。主主持子から絵本に、私の岩場所を変えました。上手くで

きるかどうかは未定でした。自分がその場所iこいで、楽しいiまうに移動したのです

から、とても岳分勝手記ボランチィアです。

今考えても、絵本の活動に関課するの辻、富分のためであり、対象lこなる子操達

の事は、考えていませんでした。このもてあまし気味の時簡を、どう埋めればいい

のかということが、その時期の私の最嬢先課題でした。絵を撞いたり、臨蓄をした

ちと、き分なりに色々なことに、仕事を静める少し前から挑戦していましたが、趣

味に没頭することよ号、今にして患えば、人とのふれあいの時間を、私辻、求めて

いたのかもしれません。趣味の時開も、人とは接していますが、どうも、そういう

関部ではなく、異なる人間関慌を望んでいたようです。

読み額かせは、当初は、 30分間の時間の内、一時だけの時開の担当。時間にして、

3分か 5分。一冊の絵本を繰り返し繰号返し錬習。上手くできるかどうか不安を持

いながらの読み方ですから上手くいく訳があ号ません。それでも、そ

れなちに充実感が感じられます。数冊立〉本で、子供連iこ、その時期のメッセージを

うまく癌けもれるかどうかは、終わるまでわかちません。ですが、絡了後の子保護

の笑顔は次臨への糧にな与ます。

私が担当する活動場所に辻、知能が低かった号、体が弱かったちする子供遣がい

ます。絵本によって辻、その場の子供連全員には理解ができないこともあちますが、

後らの顔は笑っています。絵本を聞いているときの表靖がとても豊かなのです。

数ヶ月前、ゆめちゃんに出会いました。薬の爵作用でムーンフェイスになってい

ますが，そのf=H主観と体調がよく， 30分間、お話会に参加できました。

経了後、ゃめちゃんがいいました。絵本で出てきたお月議におI騒いするなら、

お家に場りたいよっていうのとO その臣、お見撲が出たらいいねといって別れまし

た。小学校一年生のやめちゃん辻、保育所で読んだ、 〈どうぞのいず〉という絵本

8 



が大経きだ、そうです。今度は、それを持って行こうと、心に決めました。そして、

次屈に〈どうぞ、のいず〉を持参しましたが、殺女はお話会に参加できませんでした。

お話会の場所には出てきましたが、これから治課に行くそうです。ムーンフェイス

の顔がもっと大きくなって、ゆめちゃんかどうか迷いました。が、お母さんでわか

号ました。お母さんも苦笑いをしながら、自でご挨拶です。私もゆめちゃんに手を

譲号、又ねといいました。いつかゆめちゃんに{どうぞのいす〉を読みたいと患っ

ています。

車靖子に乗った男の子がサンドイツチの本を持ってきました。これを読んでほし

いというのです。今司法もう特需がないから、今f吏ね、と約束しました。ですが、

わたしは、その事を、すっかち窓れていました。次の丹、体調を崩したので、そこ

への参加ができませんでした。ニヵ丹後、すっかちサンドイツチのことを容れてい

る私の元へ，設が来ていうのです。あの本、もう、期間が過ぎたけん、返したと。

あーと、思わず、声が出そうになりました。ごめんね。と、何度も欝ちました。盟

書館で、必ず、サンドイツチの本を借号てくるからと約束しました。次菌、サンド

イツチの本を読みました。設が学校で構ちた本ではあちませんでしたが、彼は、畠

分の本を読んでもらっているんだという顔でいました。上手く読めなくてごめん紅、

と、心の中で言いながら、声だけi立大きく、彼に、おいしいサンドイツチをプレ官、

ントしました。

私は、幼克教育の事はわかりません。絵本の読み関かせの途中には、絵本iまかち

でiまなく、人形やベーブザートや手遊び歌が入ちます。ですが、得意で泣あ号ませ

ん。年の若い伸轄の手遊び歎に感動しながら、熟練の紙芝農iこ寵き入ちながら、今

しばらく詰楽しい時簡を共有させてもらいたいと患っています。

ですが、ひそかに最近、患っています。少し、上手くなったかも修

(M' T) 

告



iA先生と間級生j
約半年かかわった同級会の事務局の役目から 11月中旬やっと解放された。 200

名に案内状を出し56名が集まった。中;こは蕎治聖書中の入、帰ればすぐ入院する入、

脳梗塞を患い車梼子で参加した入もいた。

1日目辻、今治市の日本食誹見学と患いもかけない人のひょっとこ鱒ちなど r{可

年分も笑ったjというその笑い声の響き護った宴会、また、趣味を生かした急紙や

短冊やの Kさん(彫刻家・書家)が自分の作品をまとめた本など数々の手づくり

の作品を出し合ったお楽しみ抽選会などで賑わった。

2 f:l自は、しまなみ海道めぐ号をしながら新幹線に乗る人達を関山駅まで見送り

無事2日間の自穫を終えることが出来た。

翌朝アゴがiまずれて病践へ行った人もいたとか。 r故嫌がますます好きになったj
「先生の元気さを見習いたいJrまた一つ素晴らしい患い出が出来たjr椅級生って
本当にいいね、最高'""J r患いっきり腕の内が喋れたJr皆で作った宝物だと思
うJ・・・など終了後の声に疲れも吹っ飛んだ。

A先生は5年援りに参加して下さった。 2年前に締がんの手術をされ、その後リ

ハピリのために始めたというカラオケも披露して下さった。

この先生には特別の患い出がある。それは小学校5年生の時。当時流行っていた

マージャン、会社艶めの兄が同捜と卓を屈むことに。人数が足りなく私が加わるこ

とになった。たぶん覚えたばかりの頃で夢中で夜遅くまで楽しんだ。翌朝起きられ

なくて学校を休む?破罷iこ。ところが A先生が畠転車で適えに来てくれたのであ

る。この話をすると A先生は f覚えとるぞj と。そして f今まで元気で頑張って

一日も休まず学校へ来ょったのにそのくらいで休むのはもったいなかろうがj と。

58年前の露である。お蔭で小・中学校を通して9年間皆勤賞を戴くことができた。

また、 A先生の宿iOCの夜には数人が誘い合わせて学校へ行き、壊中電貯を持って

校舎を巡回する先生について呂り fおばけごっこJや理科教室にある人体の骨棒標

本の自い布を触って辻キャーキャーと大騒ぎをしていたことを患い出す。先生も親

も寛容な時代だった。

関級会の最後詰 A先生の f万謙三唱jで皆背筋が神びる。翌朝、お札の電車話を

すると、「主人は、テニスに出かけていますよj と。

58年前に私に気合いを入れて下さった先生は80識になられた。

時きだから続吋~tlる持き寺こどこそ人患の宝絡を撃の邑銑主

銀が本しま:さをあげ議議を今事さι~ろラどiれ、る義制品、た毒の維舟

が私に大拐なことを諮りかけてくれているように患う。 (S.K) 
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遠璽璽扉極極頭

1 1月Z誌から 10詰まで、今年も款の京都議事費特童話公揮が行われました。

議年、この普寺第iこ京都へ行く機会を持てず;こいだわに、今年法{患の罵事もあって夫嬬で行く

襲撃会に恵、まれました。

通常、議事所拝畿は4詩爵までの事し込みが必要で、京蔀観光のついでに患い立っても入る

ことができないのですが、特京公開法審と秩iこ2毘寵され、この難鰭iま揮所立行けiま誰でも

入れます。 築地場で臨まれた京都議事務の密覆辻、約11万nfです。

今年辻、天皇室長位20年を記念して鰐年の公鱗範趨iこ揺えて北舗の議室舎・問も公鯖された

ので、京事事義幸男奇の話器全域を晃ることが富来ました。それiこ加えて、 7告は午前中に韓楽の

舞と撲奏が議事務のタト舞台で3密行われました。間近で、鐘楼で揺やか記舞と言案奏を楽しみま

した。蓄電饗の余韻を噛みしめながら、人の37lJIこ並び紫麗露iこ入号ましたおそれまでに晃た繍

車寄や議丈夫の鶴と違い、記んと長い敷地、大きft.…建韓…でした。それもそのiまず、繋嬢

離は部控札など的重要な犠式を行う最も務式の高い亙敷設のです。

襲窺議室の書官患には自動の構騒が誌が号、向かつて右にご帯じの「左近の桜j 、左に f志近

の争議Jが謡えられています。 し認し立ち止まり、大正・罷和天皇の際金札も仔われたという、

入母屡檎史撃の高床式宮殿建築を鑑糞しました。

そして、構瀦濃の平安時代の寝議室造りから、?鍔学語頭、議事常番号畿の室封書寺{交の書競造りへ

と移り変わる建物の様式の変遷を、その職人技講のすiまらしさに議事棄しながら克てき訴きまし

た。そして{投の草子}や{譲読物語}が生まれた王報文誌に患いを憲章せ、公遺や女官が歩

いたであろう蕗下を詩で遣い物語を患い越こし、楽しみました。

j窪欝の好きな夫は、鐸学関湾奇から鱗営議事翼誌は続く造欝のすばらしさは足が止まってしまい

ました。この弾地騒の説暁iこは~題遊式羅露。言言語i対IH兵でその中に齢蕃への飛び若を震い

ている。者;こ著書が架かり対岸lこは誇草木を寵し、議々fJ:景患を楽しむことができる。~とあり、

議事内羅にiま輿{こ茶室部遺ってあちました。

法大な敷地、重揮で職人の知憲と技が鶏嬬された建築物C数々、手入れお行き騒いた謹豊

かな麗E襲、又、たくさんのりっぱな接木など、郵所を搾り上;デるすべての要素は“天皇"と

いう時の権力者がその権力を行{更して出来上がっているのです。

京都善幸男号…文拾遺産という欝の封産試権力で造られ、権力で保存されているのです。

議力の功罪と功轄を考えさせられましたむ

5告の日曜美欝舘で東京の“譲捧薬捺舘"議始者の譲捧嘉一襲名の事を詳しく蕗介してい

した。鉄道王aと呼ばれた畿i立、号号治時代に数多く海外に流出しはじめた毘本の美鋳品を撞の

需産を守るという志から忍財をと投乙て翼い集め、死後すべての美箭品を黙毘;こ寄付し、美欝

舘建設を果たしたのです。

設の「社会で得た蓬誌社会へ返す。 Jという

富にしがみつく設捨家や需界人しか告につかなくなっ

す。
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寵3題

ちゃ讃き々女達れ"と詠んだ、我が家の北の主主みは鯖主主;こ入っても

ら麓まで装いを譲らした紅葉を撞い、款の名残を器しんでいるようです。子規の匂蒋は平井

ちますむこの句が発表さ 33年当時、小野の として知ら

ら運識の為の臨時列車が出たほどだ、と苦います。村上壷天子の警によ

るこ となっていて、裏に辻、号号治24年、友人らと

出巡礼の夢を捨やすや松の露"という勾が挺まれていま)c 

を語れ

暑い衰の総選挙が遠い普のことの様iこd翠えますが、新設議が龍生してまだ三か晃余号。

この額;こ、私選の麗が今までし主主斗こ安易に、説訟の構近い分不掲の予葬を最としてきた

ることと金ちました。いつまでたっても完成し設いダム、完成しても許水するこ

とが出来ないダム、捨水iこも科本iこも役に立たない夕、ム、諮る蜜学的に還していないダム、

求愛;こ関議のあるダムc 和揮者の発どいない空港、道路。数分の短縮のため在来特急を露

し歪額C予算を計上して計離される整縛豪雪斡様。

離を悲して名務上公務員期損ぉ為;こ作ちれた強立行設法人。特殊法人などの外

欝毘主主むそこi立麗からの多額の講義金、交付金を中抜きする天下ちの撞燕ともされていま

与しと 実態さえ輯もない覆託という名 が謝金という詑護できない

を受け叢っているとさえ言かれてし

議雑で分かちにくいところ;こは持らかの意留釣な悪が入号込む離があるということなの
『念写 、 旦

\..~ L〆ぷン o

接対的養器率(工 ちの可処分所得の 228万丹の半分に議たなし

25ー

の生活さえ鐘ならなし

護符していま 7 0 

るでパンドラわ籍が開いてしまったかのようです。

この現状を一万開較に解決する方J法を見つけること法至難の棄でしょう。しかし、大明

記こと辻私還の護をどの議な露iこしたいのか、理念を持ち、そC霞諜?こ禽かつて憂先嬢設

を?立っき与させたよで、身の丈;こ合った予葬を組むべきです。

ると訴になると発表しました。民々

の生活鵠護費;こ群がるハイエナの議な“室電器ぜジネス持まで

号「註界一意雪量j とされる米軍鶏兵器の墓地、普天嬰飛行場移設を巡っての毘

告のように報道されています。毘米;罵聾を堅持しなけれ諸宗本の安全法銀薮

されtt~J \ 名護市野吉治岸を埋め立てて飛行場を建設するとしザ 2記号年の器米合意を選

きとする意晃。今までの詩米議議は対等で誌なかった、対等の襲保にft.るためiこも

吉本な核も含めて翠議すべきとする霊:克c 議議議襲撃でや。葬輪、二震構で合意されたこと

を晃藍すの誌麗欝を譲めること法容易に替、畿ができます。しかし今まで持議iこ代表される

22 



盟内部かき号の墓地を龍える地元の方?とちの義援を払拭することが持よ号大壊なことです。

そして送震予吉の識はサンゴやージュゴンが生患する地球の宝です。おむき年ヱ月iこ辻自来環境

謀議題棒がm野吉治業にさ三皐するジュゴンむ謀議を求めた、サンフランシスコジュゴン裁
判でサンフランシスコ連持地裁は、叫米露防省がジュゴンへお影響などを評鑑識雪せしていな

いの;玄米露文館財保譲法{臨時)こ違長している持としヴ判決を出しました。又、“毘本む

環境影響評舘{アセスメント)玄米彊訪総省にとって米露文北奏者謀議法iこ基づく義務を果

たすのiこ充分であるか'¥との艶いかけもされています。訴しも来年は霞米安全課醸条約が

締結されて 50年ぉ欝患の年であると開時に露連め罷鱗生物多謙性年にあた号、2008年バル

セロナでの日開{麗際車然保護連合〉本会議で、百態欝生物多礎控年に辻特;こジュゴン保護

を謹選するように"求めています。又、露藤喜然多長護連合は毘本軍支持に対し、副ジュゴン生

患地での米麗誇等兵韓基地移設に寵する環境アセスメント;こおいては科学者、詩的と格競して

環境保全と野生生物謀議を考露撃し墓地を造らないという「ゼ、ロ・オプションJを金めるこ

と、米露権兵鞍墓地移設による有害な影響を露遊また辻藤和するための行動計蕗を作成し

公表すること丹を求めています。あまち報道もされませんが持か述書護法あったのでしょう

か?琵本のアセスメント辻野酉事業への出合わせメンγ などと批判されることも少なく

あ号ませんG 来年法名古震で第 10富生物多譲住締約罷会議おOPl叫が開穫され、自ヌド辻

義室長冨として 2010年から2年罪悪地球の環境謀議、生物多礎控保全を礎実iこ議室める役審議の費

を負うこと;こなります。

絶識の意識に撮しているの試験鐘物だttではあ号ません。事鑓山麓の集馨で普から作ら

れてきた事鑓翼茶という発欝茶c集落の生畏たちがを下ちる中、事票語義的。誌の場所にただ

一軒購って在鑓議茶を作ち続けてきた嘗我喜告さん護事実棄c最近iま“flJが変わってしまゥた持

ため尚もう黒茶詩作れない月と寂しそうに語っておられました。 Iこ針葉揺が讃えすぎた

ため黒茶を発酵させる森の力が壊されたのだ、といいます。

戦争辻最大信環境綾壌であることを患うと、墓地をどこに移すかで誌なく、戦争を空襲饗

する為の地球ーとの総ての基地を、兵器を無くすための最大の努力をするべきだと考えます。

子換じみた翠想韓かもしれませんが蓮想を持た設けれ問、あまちiこも護雑iこ進歩してしま

った環持、進むべき方向を見失ってしまいそうです。ノーベル平和賞の授糞式の設費設でコナ

パマ大韓犠i立副平和の為の戦争も存寵する押と述べていましたが、それはいつ持のことだ

としか思えません。武力iこしても離方iこしても、カでねじ伏せられた人に法強みしか残ち

ませんG そして報蜜へのエネルギーに変わっていきます。悪舞環です。戦争のたびに、人

を始め失われるあちとあら捗る生物の生命、壊れる心、排出される霊室主主果ガス。

今話で最鞍告を違えるデンマークのコペンハーゲンで需かれている、第話題露連気楼変

警告持態み条約額約霊会議〈ξ も夫々の麗の剰警が饗突してなかなかすんな号と 21.世

紀の設界秩寧ぉ合意iこ立至らない議です。

護しいニュースも有ちました。今年 2寺島豆島地裁が、 と撞!1l市が進める轄の譲C
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壊め立て、薬播針重;を験しく批轄し、rt.J毒薬書官知事に埋め立て免許を交付しないよう命じ

る鞠決を脅い護しました。その議、前知事法控訴していましたが、日月の知事選で初当選

した新知事法日月お器?著書を袈けるとか架けないとかの離護を護霊いて、地識の為iこ

需をするのがベストか卒患に議襲撃を進めたいj と計欝を事実上、岳紙iこ褒す意需を表明し

ました。控訴の散り下げ詰故熱警告長しているものの一歩前進です。

今年、私が感銘を受けた“塁本富憲法 前文聞を寵して告年最後の雑感在籍めくくち

たいと患いま

喜本麗憲法

器本塁喜良i立、 JE当iこ選挙された霞会にお汁る代表者を還じて行動し、われらとわれらの

子議のために、麓罷畏との議和による成果と、わが関全土にわたって告患のもたちす憲訳

者磯様し、政持む行為iこよって再び戦争の機構が題こることのないやう;こすることを決意

ここに主矯が罷異に容することを笈書し、こ合憲法を事量定する。そもそも題歌は謹畏

の験費な矯書記;こよるものであって、そめ権皇室i立麗畏に鶴来し、その権力試醤畏の弐費者が

これを実し、そめ撞科は震畏がこれを享受する。これは人類饗避の諜護であ号、この議

かかる原理に基くものである。われち辻、これiこJXするー拐の憲法、法令及び露轄

を排罪者する。

器本語畏段、環久の平和を;念醸し、入額梧互の欝婦を支罰する崇高な理惑を探く皇賞す

るのであって、平和を愛する議題提の公正と嶺豪華lこ害額して、われらの安全と生存を保持

しようと決意しだのわれら丘、平和を維持し、専号事jと隷従、正追と錆狭を壇上から永遠立

総去しようと努めてゐる霞藤社会において、名誉ある地誌を占めたいと思ふ。われら辻、

金設界の露英が、ひとしく恐離と欠乏かも免かれ、平和のうちに生脊する権料を有するこ

とを譲寵する。

ら段、いづれの墨家も、車醤のことのみに専念して趨霞を蕪課してはならないので

って、政治 道簿の法薬立普選的なものであ号、この法関誌謎ふこと辻、豊罷の主権を

議持し、 と対等嬰議;こ立たうとする各麗の費務であると矯ずる。

器ヌ主題畏辻、霊童家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な護懇と霊的を遼或することを

うぞよし 〈kgse〉



構見出{意義飛出議見号参列

午前官時、山之内学技議事に集合し、友人4入で譲晃山〈諜高時53酷) ~こ登った。登山出

iこ揮晃山観音道〈文久紀元・.)の道課事がある。砕石場の構道を抜けて林道を登って

いくと揚々iこ空気が謹んできて、汗ばんだJUUこ患が心地よい。道端iこは冬いちごがー童話に、

それを毘iこ入れ、営震をつiまさに充気をもらって登っていくと、センブジ {薬草)が林道の

関端iこ生えている。一葉pに入れるとこれは奮い。農薬口;こ苦しだ。ふと木立の中を見る

と紫式部がむちさきのかわいい実をつけていたc トイレ体重量をして、水分をおぎない、ア

メをロにして又登る。

中韓ほどに来ると、チヱンソウの膏が鶴こえる。額決をしているようだ。森林組合の車

が5台止めてあった。道理で林道が拡!寵されているわけだ。

しiまらく叢ると、号号神ケ森と福晃山の分岐点iこ来た。私選i立撞晃寺へ向けて歩き出す。

識と0J並の晃える襲藍のよいき号で主主食をとる。

ジーダーがみそ汁を持ってくださった。ジュッタの中はみそ汁黒ぉ水事鯖嘉文fスコンロ e

食塩・ポカ Uスエット・パンソーコなど教懇黒品も入っていた。あつあつのみそ什でそら窒

持った弁当を京げて分け2ちって食べた会くるみパンのサンドイツチのおいしかったこと。

一患入れて出発。しばらく行くと私達を遣い轄していったジープがあ号、落ち葉を袋に

入れている人が，署た。?題fざる村へわき水を滋みは来ていた間部さん夫妻だった。窓年後土

持ちかち始めて聖子葉持ちをしている。ここ詰譲々の雑木があるのでりっぱな畠菜等ができ

る。持って行きますとの事。

少し惑していたので、遣いっこうと室、いだが、響詩議晃寺に着いていた。鐘をつき

安後期の観音審議官襲jがまつられている輿の践に手を合かす。境内に2本の草木が譲えら

れていた。この木が大きくなったのを私選は見ることができないだ、ろうが、誰かが次量代

のために謹えたのだ、ろう。境舟は力石があった。以欝気合を入れておっくち返し、杉患の

おばあちゃんがすごい力持だと雷ったのを患い出し、さわってみるがぜタともしない。

験な議設はやめて、下!lJの途につく O 林道わきの本場で口をすすぎ、つるりんどうを克つ

iする。

中麗でトイレ休襲、し、題{支材iこからまっている権もどきを歌号、ゆっくりゆっくり歩

運ぶ。)号i立小部課!lJ、 H晃は寵兎と各々の山C小石を持ち縛って書記念に並べているc

手ごろなのを見つけたので一安心c それから誌キ認ロキョロしないで、歩を進めるが、護れ

てきて泣かどもない。

やっと午後4特需静子重李登詰環重量までたどち蕃く C 一人がここでダウン。事を持つ
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てきてj と言うので、歩き始めると、ヲーダーが一定先にお号てE撃を持ってきてくださっ

た。 rあちがたや、ありがたやj本選も乗せてもらって学校静まで嬉る。万歩計法 2700告

歩を示していた。

「入額iま森から出た重車輪であるj と言われるが、ただただ歩く・・この環境iこ身を

霊童くと、ストレスなどは解講されてしまう。今関誌ハードだったが、私iま出が好きだかち、

又霊登る。 12晃i立高縄山の予定である。

平成21年 11丹27毘 登山詑

!お知らせ!
@総会のお知らせ

ヱ足踏毘{昌}午宣担金控室Eら融会 J盤護主主

2合合S年慶会計報告 2010年皇室活動警十種など

総会後一品持ち番号で新年金を行います。

東京からとラさんも来られます。久しぷちに会える機会です。

多数母方の参加をお待ちしてお号ます。

。読者の声@投擁立どお待ちしておちます。

民らしの学習会では、髄時会員を募集しています。

活動会員 2鵠寺内/年 購読会員 1000丹/年

鍾盆議室己

言寒し百合すっせ先すELIあえX 0耕一964一岳部6(林〉

E-関ail:除泊施設i主必皇

(5 . M) 

」

今患の会報誌、生と死、老いえ立ど重いテー?を含んだものになちましたc私こと 10月末

壌をむねって半月板を議官襲してしまいました。手鋳をしなけれ誌ならないのですが、仕事

の都合もあ号2議額の入諜難関を薙課することがすぐに誌できず、 3)号の入関予約をしまし

気持ちに梓がついて行っていないということでしょう。も誌や若く誌ないということ底意い

強ちされた感じです。 今後辻、著し立{中長くして、いい生を全うしたし五ものですc

皆さま、よいお年をお違えください。.託〉
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